
JALの安全安心の取り組み
JAL Times7月号では、皆様に安心してご渡航頂くためのサービス、ならびに空港・機内での感染拡大防止対策の
最新状況についてご紹介いたします。ぜひ安心で快適なJAL便のご利用をご検討ください。
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上記の情報は、2021年6月30日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

※1 検査キットの配送先は日本国内のみとなります。提携航空会社運航のコードシェア便、すべての団体運賃、JALダイナミックパッケージ、特典航空券、国際線航空券に含まれる国内区間含む
※2 提携航空会社運航のコードシェア便、すべての団体運賃、JALダイナミックパッケージ、特典航空券(提携他社航空会社マイル利用含む)国際線航空券に含まれる国内区間(他社券含む)
※3 出発7日前を過ぎるとお申し込みいただけません

対象のお客様 JALグループ国内線航空券・ツアー商品をご購入済のすべてのお客さま(※1)

対象搭乗期間 2021年7月1日(木)～2022年1月10日(月)

対象運賃 JALグループ国内線 すべての運賃(※2)

お申し込み期間 2021年6月4日(金)～12月26日(日)まで(※3)

価格
出発前(1回) 1,980円(税込)もしくは2,500マイル

出発前・帰着後(2回) 3,960円(税込)もしくは、5,000マイル

「JALあんしんPCRサポート」のご紹介

国内線

空港内の抗ウイルス・抗菌コーティングが拡大中！国内/国際線

客室内、並びに空港カウンター・チェックイン機器へ、長期間持続する抗ウイルス・抗菌コーティングを実施中です。
6月から日本国内の全ラウンジにも拡大しています。 6月中に、新千歳・仙台・小松・成田(国内・国際)・
羽田(国内)・関西国際空港(国内)・伊丹・岡山・広島・松山・福岡・鹿児島・沖縄が完了予定です。

※ JALが保有・管理する空港の設備・備品が対象となります。ラウンジは国内空港における国際線ファーストクラスラウンジ、国内線ダイヤモンドプレミアラウンジ、内際サクララウンジが対象となります。
※ 予定が変更となる可能性があります。

【サービス詳細】

-内容拡充！安全・安心のJAL国内線PCR検査サービス -

JALグループでは、安全・安心なご旅行やご出張を実現するために、2021年3月より「JAL国内線PCR検査サービス」
を実施しております。現在、サービス対象期間を2022年1月10日搭乗分まで延長し、7月以降はJALグループ国内線
ご利用のすべてのお客さま・すべての運賃に対象を拡大、帰着後の検査サービスまで内容を拡充しております。

■お申し込みには、注意事項がございます。こちら(JAL Webサイト)をご参照ください。

■取り組みの詳細はこちら(JAL Webサイト)をご参照ください。

羽田空港で実施している来店検査をご紹介しています。
以下、専用サイトをご確認ください。
※ご出発日前日までのお申込みが必要です。※価格は専用サイトでご確認ください。

ご搭乗間際
の場合

【お申込みの流れ】

https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/option/pcr-srv/
https://press.jal.co.jp/ja/release/202104/006045.html


3つのデジタル証明書アプリ
「VeriFLY」、「IATAトラベルパス」、「コモンパス」とのトライアルを実施中！

上記の情報は、2021年6月30日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

JALは、安全・安心でスムーズな渡航を目指し、3つのデジタル証明書アプリ「VeriFLY」・「IATAトラベルパス」・
「コモンパス」について、JAL運航便での早期実用化に向け、実際のフライトでの実証実験を行っております。

それぞれ特徴をもつデジタル証明書アプリと連携を進めることで、お客さま一人一人のニーズにお応えしながら、
安全・安心でスムーズな渡航の実現に向けて取り組んでまいります。

【デジタル証明書アプリとは】
ご搭乗者のスマートフォンなどのデバイス上で、医療機関からの新型コロナウイルス
検査結果や、ワクチン接種記録の参照・管理ができ、渡航先の入国検疫要件の
確認や、ご搭乗手続きなどの際に渡航資格を提示することができる専用のアプリです。
空港でのチェックイン時に、デジタル証明書アプリの画面を提示することで、
ご搭乗手続きをスムーズに行うことができたり、将来は渡航先の入国検疫でも
ご利用いただけるようになります。

国際線

【各デジタル証明書アプリについて】

■VeriFLY
◇特徴
生体認証技術による本人認証のサービスを展開しているアメリカのDaon社が開発したアプリで、
アメリカの一部路線では既に導入されています。お客さまは、検査結果などの登録や渡航先の
入国要件に合わせた準備書類などの確認を、事前に参照・入力・管理できます。
登録した情報に基づく渡航資格をアプリ画面に表示させ、チェックインカウンターにて提示すること
で、搭乗手続きをスムーズに進めることが可能となります。

◇実証実験
対象期間：4月26日(月)～7月25日(日)のご出発分 (予定)
*期間は状況に応じて変更となることもございます。ご了承ください。

対象路線：日本発米国行き(ハワイ州・グアムを除く)JAL運航便 *他社運航のコードシェア便は除く

トライアルの詳細ならびにアプリのご利用方法などは、こちら(JAL Webサイト)ご参照ください。

■IATAトラベルパス
◇特徴

IATA（国際航空運送協会）が推進しており、当社を含む世界40社以上の航空会社が
実用化に向けた取り組みに参加しています。JALは、国内や海外の検査・医療機関とも協力し、
6月15日よりホノルル線の搭乗手続き時にIATAトラベルパスを用いたPCR陰性証明書確認の
実証実験を実施しております。

◇実証実験
対象期間：6月15日(火)～7月11日(日)のご出発分 (予定)
*期間は状況に応じて変更となることもございます。ご了承ください。

対象路線：羽田-ホノルル線 *他社運航のコードシェア便は除く

トライアルの詳細ならびにアプリのご利用方法などは、こちら(JAL Webサイト)ご参照ください。

■コモンパス
◇特徴
スイスの非営利組織であるコモンズ・プロジェクト（The Commons Project）が
世界経済フォーラムの連携で推進しております。医療機関から発行された検査結果を
スマートフォン上でデジタル証明として確認できる仕組みです。

◇実証実験
対象期間：2021年4月2日、5日(実施済み)

対象路線：羽田-ホノルル線、成田-シンガポール線

https://www.jal.co.jp/jp/ja/info/2021/inter/210416/
https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/iatatravelpass/

